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民族学研究支接のための標本画像検索システム
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　民族学研究 を支援す るための画像検索 システムの試作 を行 った.取 り扱 うデ ータは,国 立民族学 博物館所有

の標本 に関す る画 像(カ ラー,濃 淡)と 属性 を表す文字 ・数値 の二種類で,属 性デ ータは関係データベース上

で管理 され,画 像データは圧縮 され て磁気 ディスクおよび光デ ィスクに蓄積 され る.シ ステムはマイクロ ・メ

イ ンフ レーム結 合構造を持ち,そ れ ぞれ共用環境 と個人環境 を提供す る.ま た.操 作はマウスによ る直接操作

を原則 とした.そ のために システム資源 はオブジ ェク ト指 向に基づいて視覚化 されてい る.検 索には属性検索

と簡易画像表示による概 視検索 を併 用 し,結 果 は文字 ・数値デ ータと画像デ ータを統合 したカー ドと して統一

的に扱われ る,多 種 ・多様 な資料 を使用す る学 問分野 においては,資 料をいか に管理 し,効 率的に検索す るか

が研究 の能率 を左 右す るが,本 システムはそのような目的で利用 され るデ ータベ ースの一方 向を示 している.

1.は じ め に

馴「百聞は一見 に しかず」 の諺 が示 す と お り
,画 像 は

人間に とって非常 にす ぐれた情報伝達,理 解 のた めの

手段 である.こ の画像を取 り入れ たデータベースの有

用性 は随所で指摘 されていたがD・2),近年 の表示装 置,

大容 量蓄積装 置などの技術的進歩 にともない,そ の実

現が身近 な ものとな って きた.オ フ ィスで の文書,図

面,地 図,医 療画 像などを対象 と したシステムが盛ん

に開発され,一 部 には商用 レベルに達 している もの も

あ る3)-7).こ のよう な 状 況 の な か で,従 来,コ ンピ

ュータ との関わ りが比較 的小 さかった人文科学系 の学

問分野において もデータベースを研究用 に利用 しよ う

という動 きが活発 にな って きた8)-12).通 常の文字 ・数

値型デ ータベースでは扱えなか った画 像,映 像,音 声

などの メデ ィアを システムで扱えるよ うにな った こと

の意義 は,こ の分野の研究者に とって き わ め て 大 き

い.

　 民族学の研究機関で ある国立民族学博物館(民 博,

大 阪府)13,で も,研 究 支援 を 目的 とする,資 料のデ ー

タベ ース化 に対す る要求が強ま っている.民 族学(文

化人類学)は,世 界 の諸民族の文化的特色を明 らか に

しよ うとす る学問で,そ の研究 には資料が重要な意味
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を持つ.す なわち,研 究者 は様 々な資料 を,相 互 に比

較,検 討 して仮説 をたて,検 証す ることによって研究

を進 めてい くわけで,こ のために世界各地か ら収集さ

れ る資料 は年 々増加する一方 である.ま た,そ れ らは

標本 と呼ばれる実 際の 「もの」(仮 面,人 形な ど),録

音 された音声,写 真,文 献図書 などとい うように様 々

な形態を持 っているため,管 理 ・運用の方法が深刻 な

問題 とな っていた.民 博で は,こ れ らの資料 をデータ

化 し,コ ンビs一 タによ って管理す ることを進 めて い

るが,近 年 のデータベース理論,お よびハ ー ドウェア

環境の整備はまさに この計画 の推進 に資す る もので あ

る.本 稿では,民 博 が所有す る資料 の うち標本資料の

みを対象 として構築 され た画 像検索 システムCIRES

(Color工mage　 Retrieval　System　 for　Ethnological

studies)に つ いて報告する.

　 人文科学系分野の研究を支援するためのデータベー

スシステ ムについての報告例 として,フ ィール ド調査

データ処理 にお けるマルチメデ ィアデータベースがあ

る8).打 浪 は,複 数 の メデ ィアによ って 記 録 され た

データか らイベ ントの全体像を把握す るためのデータ

ベースにつ いて論 じてい る.し か し,こ の方 法は民 博

データのよ うに種 々雑多 な意味を持つデ ータの管理 に

は適 さない.同 時 に,実 用化を図 る上で は,内 容抄 録

をす る際 の自動化 の問題 が解決 され な け れ ば な らな

い.小 沢 は古墳研究 を 目的 と す る考古学研究支援型

データベースを 構築 している9》.こ の システムで は,

検索結果 の図的表現 を工夫 した り,分 布 図上で の位 置

指定 か らの検索 を可能 にす るなど,研 究分野 に特有 な

機能 とインタ フェースの実現を試 みて いる.し か し,
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ここで使 われているコマ ンド形式 による システム操 作

や,問 い合わせ言語 を基本 と した検索方式が,一 般的

な人文科学研究者にと って実用的 なものであ るかにつ

いては疑問が残る.CIRESで の操作 は,視 覚 化 され

たデータベース資源 を直接操作 することによって行え

るようにした.ま た,文 字 ・数値 による問 い合わせ に

はカー ド形式を採用 し,利 用者 の心理的負担軽減を は

か って いる.

　画像 データベース システムに つ い て は,文 献3)～

6)な どの報告があ る.応 用面か らみた画像 データベー

スに対す る最大の関心事は,画 像内容を検索 にいか に

反映させ られ るか とい う点にあるが,現 段階で は,文

字 ・数値情報 による検索に加えて,実 際に表示 された

画像 に対す る利用者 の判断を検索に反映させ てい くと

い う方 法が実用的で ある。 このよ うな検索方 法におい

ては,利 用者 の判断が 円滑に行 えるよ うに,応 用 に即

した画像の利用方法を工夫す ることが 重 要 に な る.

CIRESで は,民 族学研究者 が,従 来,研 究に用 いてい

た標本 の写真や実物を,コ ンピュータによる画 像表示

に置 き換え る場合 の画像の利用方法を検討 した.画 像
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を用 いる検索 としては,簡 易画 像を同一画面 に複数枚

表示 して,関 心のある画 像を捜す機能 を備えて いる.

また,簡 易画像を指 示する ことによ って,対 応す る属

性を表示 した り,精 度の高い画像を表示 した りする機

能を実現す ることによ って,研 究者の判 断に必要 な材

料 を即座 に提供で きるようにな ってい る.

　 このよ うにCIRESは コン ピュータに対する知識を

持 たない人文科学系研究者が使 いやす いシステム とい

うことに主眼 をおいて構築 されて おり,さ らに民族学

特 有の研 究方 法を支援す るために,デ ータの多様な表

示,表 示データ直接操作 による分類 ・組み合わせ,作

成 されたデータ集合 の保管 などを実現 して いる.本 稿

は,CIRESの 機能 とあわせて利用者 の評 価 を 述べ る

ことによ って,特 に,今 後増加す るで あろう人文科学

系研究を支援するためのデータベース構築 の指針 を示

そ うとす るものであ る.

2.シ ス テ ム設 計

　本章で は,民 族学研究用の画像検索 システムに対す

る要件 と使用す るデ ータ について検討 し,設 計方針 を

平

面

鳥
瞰

正

面

側

面

図1標 本画像 データの例

Fig. 1 Image data of an artifact.
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要な時 は,い つで もシステムを使えるような環境 が,

研究 とい う目的で使 用される場合 には特 に重要 である

と考え られ る.

　2.2対 象 資 料

　本 システムで対象 とす る標本 とは,民 族学者が各地

で収集 した仮面,人 形,農 機具な どの 「もの」であ り,

それ らの実物 は収蔵庫 に保管 さ れ て い る が,民 博で

は,こ れを以下の二つの形態で コン ピュータで扱える

ようにして いる13).

　 (1)標 本 画 像

　　民博所有 の 「標本画像 自動処理装 置」で生 成され

　 る標本 の画像で ある.画 像データは,平 面,正 面,

　側面,鳥瞰 各方 向 の モノクローム(1024×1024画

　素,濃 淡8ビ ッ ト),鳥瞰 方 向のカ ラー(1024×1024

　画素,RGB各8ビ ット)か らな り,1標 本 あ た り

　 のデ ータ量 は7メ ガバイ トに の ぼ る.図1に 画像

　 データの例を示す.

　 (2)標 本情報 カー ド

　　標本 の管理,検 索のため に収集の時点で研 究者独

　 自の言葉 によ って記入される付加情報である.記 入

　項 目は標本番号,標 本名,収 集地な ど30項 目にわ

述べ る.

　2.1　 システムの要件

　CIRESは 民族学研究者のた め の研究支援 シス テム

であ る.す なわ ち,民 族学研究者が民博 の所有す る標

本資料 を効率的 に検索で きるような機能を提供す るこ

とを主 目的 と して いる.本 システムの実現 によ って,

利用者 はこれ までのよ うに,や み くもに収蔵庫 に足を

運んだ り,カ ー ドや写真類を見 るかわ りに,コ ンピュー

タによって表示 さ れ た 画像 や 付加情報を検討 しなが

ら,研 究対象 となる標本 の選択 を行 うことができるよ

うになる.さ らに検索結果を研究者独 自の方式 に従 っ

て分類 ・整理 ・保存す る機能 も提供 される必要 がある.

　 また,こ の種 の研究用 システムで は操作 が容易 に習

得 できる ことが不可欠で ある.利 用者で ある民族学研

究者 は,コ ンピュータを使用 した経験 が少 ないために

コ ンピュータに対 して漠然 と した不安 を抱 いて いる場

合 がある.複 雑 な 操 作 方 法は このよ うな不安 を助 長

し,シ ステムの使用を断念す るという結果 につ ながり

かね ない.

　使用環境 と しては研究者個人 の研究室 が望 ま しい.

つまり,各 個人が専用の システ ムを所有 してお り,必

シー ト番号
　 　 1一

30記 入年月日29　 記入貴任者整理番号標本番号
HOO901U4一

31　 標本の種類
4.不 明3.模 蟹2.レ プ リカΦ.実 物(現 物)

1以 外の3.
硯地 綴 り

　 (フ リガナ)
4.訳 　　　名

1.ア ル フ ア　 　綴 　 　り

2.カ タカ ナ

　 　表 　 　記

32呪 地 名

カメン

仮而

　　 {フ リガナ}

33　 標ﾘ名

掌喰ン掌イ　トウ毒ヨウト　チヨ3ヒ.クキオイチヨウ3A.ン(フ リガナ)コケサイコウ9aウキキン

国 際交 流 基金

4.住 　　所 個体 東京部 千代田区 紀尾井

t.個 人
②.団 体

3.不 明

　　 {フリガナ)
34　 原収集者名
　　　　　。住所

6ゴ ウ
町　3番6号

35収 集年月日
1981年 　0月 　0日

Φ.環 惚
2.推 定

3.不 明

t'ルでレン毒oウシヤカイシヱギ キヨウワコケ

ビ ルマ 連邦 社 会 主韓 共和 国
　 　 (フ リガナ)

36　 収　集　地

Φ.硯 認

2.推 定

3.不 明

ピ ル7レンホoウシヤカ`シユゼ栢 ウリコケ

ビ ルマ 連拓 社 会主 義 共和 国
　 　 (プ リガi')

3?　 使　用　地

ム裾竪
3.不 明

1.OWCコ ー ド

{フ リガナ ⊃

2.民 族 名

38　 便用昆族

情報カード国立民族学博物館

図2標 本情報 カー ドの例(部 分)

Fig. 2 Information card of an artifact.
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　た って いる.図2に 標本情報 カー ドの例を示す.

　2.3設 計 方 針

　上記 の利用 目的,環 境下で システムに要求 される基

本機能は以下 の とお りである.

a)標 本 カ ー ド記入項 目に関す る文字 ・数値データの

　　検索 とともに,画 像を見 なが ら進め る方法での検

　　索 も行え る,

b)画 像 データと標本情報 カー ド記入項 目の文字 ・数

　　値 データが統一的に扱 える.

c)検 索条件 の入力や検索処理 が高い融通性を持 って

　　 行える.

d)操 作方法が理解 しやす く,操作性 が良 い.

e)大 量で一般性 の高 いデータを管理 ・提供

　　す る共用環境 と,個 人が 自分に合 った方

　　法でデータを管理 ・変更で きる個 人環 境

　　の両方 が用 意されて いる.

f)精 度 の高い画 像が表示で きる.

g)大 量の画像データが蓄積,管 理で きる.

h)応 答性が良 い.

　これ らの機能を実 現するた めにCIRESで

は次 のような設計方 針を採用 した.

a)文 字 ・数値データによる関係 型検索 とカラー画像

　　の概視 検索を併用する.

b)カ ー ド形式 によって,画 像 と文字 ・数値 データを

　　統合化された利用者視野 として提供 する.

c)シ ステム操作 はポインテ ィング ・デバ イスによる

　 直接操作 によ って行 う.そ のために操 作対象 とな

　　るデ ータベースや,表 示装 置などの システム資源

　　はア イコンによ って視覚化する.

d)マ イ クロ ・メイ ンフ レーム結合の システム構成を

　　用いて,ホ ス ト計算機側 に共用環境,パ ー ソナル ・

　　コンピュータ(PC)側 に個人環境を実現す る.

e)多 様な解像度 による画像表示を可能 とする ことに

　　よ って,画 像 による検索 の効率化 と画質の確 保を

　　図る.

f)光 デ ィスクと磁気 ディスクの併用,お よび画像圧

　 縮 によって 大量 デ ー タ の 蓄積 と応答性を確保す

　　る.

3.CIRESの 概 要

　3.1デ ータ構造

　 (1)属 性データ

　標本情報 カー ドの30に およぶ記入項 目で,関 係デ ー

タベースを構成す る.民 族学研 究者 に対す るア ンケ ー

表1　 標本情報カー ドに基づ く実体集合とその属性

Table 1 Entity sets and attributes based on 

       information cards of artifacts.

性属

標本番号,標 本 名,標 本 種 類,OCMコ ー ド,
OWCコ ー ド,　　 法,幅 奥行,高 さ,重 量

実体集合

標 本

標本番号,製 作地,製 作年代,製 作者,製 作状況

標本番 号,現 地名,使 用地,使 用年 代,使 用民族,使用者

製 作

使　用

標本番号,用 途,使 用法,変 遷,分 布,文 献,添付資料
,そ の他用　途

標本番号,原 収集者1,原 収集者2,入 手状況,収集年月
日,収 集地収　集

表2画 像データ

Table 2 Image data managed by CIRES.

128x128256 x 256512x5121024x1024

488

4

4

4

8鳥瞰 図(カ ラー)

正面図(モ ノクローム)

平面図(モ ノクローム)

側面図(モ ノクローム)

表中の数値は1画 素あたりのビット数を表す

ト調査 によって,標 本を検索す るにあた ってはすべて

の項 目が検索対象 になり うるという結果を得たため,

これ らを検索 ・照会 内容 の特徴 に基づ いて分析 し,5

つの実体集合 に分割 した.CIRESで はこれ に従 い属

性 データを標本,製 作,使 用,用 途,収 集 という5つ

、の関係 に分 け,標 本番号を主 キーと して格納 してい る

(表1参 照)14).

　 (2)画 像データ

　 多様な表示方 法に対応 するため,標 本画像 データを

もとに空間解像度,色 数の変換 などを施 した7種 類 の

画像 によ り構成 され る.詳 細を表2に 示す.

　　(3)画 像蓄積デ ータ

　 各画像デ ータの所在(光 デ ィス ク,磁 気 デ ィスク上

のア ドレス)は 関係デ ータベ ースが管理す る蓄積 表上

に登録 されて いる,蓄 積表は標本番号属性を主 キTと

して属性 に関す る5つ の表 と関係付 け られてお り,画

像 と文字 ・数値デ ータの統合を実現 している.

　 3.2　 システム構成

　　システムの構成図を図3に 示 す.CIRESは,ホ ス

　ト計算機 とPCの マイクロ ・メインフレーム結 合の構

造 を持 ち,ホ ス ト計算機側 は共用資源の管理,PC側

はユーザ ・イ ンタフェースと個人用デ ータの管理を受

け 持 つ.利 用 者 か らシス テム に対す る要求 はすべて

PCを 通 して行われ る.例 えば,検 索 を行 う場合,　PC
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図3　 システ ム構成

Fig. 3 System configuration.

は検索要求 を作成 し,ホ ス ト計算機側 に送 る,ホ ス ト

計算機側で は検索を実行 し,全 標本資料の属性デ ータ

および画像 データの中か ら検 索 要 求 に 応 じた 結果を

PCに ダ ウ ンロー ドす る.

　 (1)イ 、一 ドウェア構成

　 ホス ト計算機 と して 汎用 計算機IBM・3081,　 PCと

して はIBM=5560を 用い る.ま た,高 機能画像出力用

にIBM・5080出 力装置,画 像蓄積用にホス ト計算機に

接続 された磁気デ ィス クおよび追記型光デ ィス クを用

いて いる.

　 (2)　 ソフ トウェア構成

　 ホス ト側 はVMICMS(仮 想計算機/会 話型 モニタ

システム)の 環境下で稼動する.属 性 データおよび画

像蓄積デ ータはSQLIDS15)を 用 い て管理 して おり,

各 ユーザVMで はデータベース ・マネジ ャと呼ぷ プ

ログラムがPCと の通信お よびSQL!DSに よる検索

を行 う.

　 また,5080,光 デ ィス クには,そ れぞれ ドライバ ・

プログラムが一つのVMと して動作 してお り,デ ー

タベース ・マネ ジャを通 してPCか ら表示要求が ある
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場合,光 ディスクか ら画像を読 みだ して表示す る.な

お,各VM間 のデ ータ転 送はメモ リ転 送 で 行 わ れ

る.

　 PC側 では,マ ルチ ウィン ドウを管理す るウィ ンド

ウマネジ ャ,ダ ウンR一 ドされたデ ータ を 管 理 す る

デ ータマネジ ャを軸 と して ユーザ ・イ ンタ フェースを

提供す るアプ リケーシ ョンプログラム が 動 作 して い

る.利 用者はすべての操作 をPCを 通 して,主 にマウ

スによって行 う.

　 3.3画 像デー タの物理構造

　 表2に 示す画像の うち,128×128画 素4ビ ットの も

のはPC上 に表示 され,画 像の概視検索 に用 いられ る

ので,他 の画像 に比べて頻繁 にア クセスされ る.こ の

ため,応 答性 を考慮 して磁気デ ィスクに保管 して いる

が,PCへ の転送,表 示時間を短縮す るため,さ らに

カ ラー ・ランレングス コーデ ィングによ り圧縮を行 っ

てい る.そ の他 の画像 はデータ量の観点 か ら光 ディス

クに蓄積 される.蓄 積媒体 と して光デ ィス クを用 いる

場合は,媒 体 の容量が大 き く,交 換可能 であるため,

記憶空間よ りも伝送時間を短縮す る目的か らデータ圧

縮の意味が認 め られる.本 システムでは次 の条件 が成

り立つ場合にのみ,圧 縮 した データを蓄積 している.

　　 (硫。mp!σ)+K〈vo,igina且1σ

　　　 ここで

　　　 琉。mp:圧縮 した後の画像 データ量

　　　 V6・ig正。。1:元の画像データ量

　　　 U:単 位時間あた りのデータ伝送量

　　　 K:復 号処理時間

圧 縮 法 は,ラ ンレングスコーデ ィング,前 ライ ン参

照,前 値予測を組み合わせた もので,高 速 な復号を主

目的 と して いる16).

　 3.4視 覚化 インタフェース

　 人文科学の研究を支援す るための システムが,研 究

の効率向上に役立つか どうかは,シ ステムの持つ機能

以上に操作性に左右 され る場合が多い.CIRESで は,

直接操 作を原則 と した.そ のために操 作対象 や システ

ムで扱われるデータをオ ブジェク トとして扱 い,ア イ

コ ンを用いて視覚化 して い る17)・18).オブジ ェク トの

指示や移動は アイ コンに対す るマウス操作によ って行

い,オ ブジェク トへの命令 はポ ップア ップメニ ュによ

って指示 され る.ア イコ ンのデザ イ ンに当た っては,

利用者である民族学研究者 が日頃か ら慣れ親 しんでい

る事物 に対応づける ことによ り,親 しみやす さと操 作

習得の容易 さを 目指 した.以 下 に,各 視覚化オ ブジェ
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ク トの内容を示す.

　 a)情 報 カー ド

　ーつ の標本の属性デ ータ と画像データは画像 と文字

というメデ ィアの違い はあ るが,同 一 の対象 を記述 し

て いるもので あり,こ の意味か ら統 一的 に扱 われなけ

ればな らない.し たが って,こ こでは,こ れ らのデー

タをまとめて 「情報 カー ド」 とい うオブ ジェク トで表

現する.「情報カー ド」は30種 類の属性情報 と128×

128画 素4ビ ッ トの鳥瞰 方 向の カラー画像,お よび利

用者が自由に記述 できる注釈欄 より構成 され(図4参

照),CIRESに おけるデータ操作の基本単位 とな る.

　 b)検 索カー ド

　 属性項 目名 と,そ の項 目 に対 す る条件節を並べて

カー ド化 した ものを"「検索 カー ド」 とい うオブジェク

トで表す(図5参 照).一 枚の カー ド内 の条件節 はす

べてAND条 件で結ばれて いる。

　 C)　 情報 フォルダ

　 複数 の情報 カー ドと一枚の検索カー ドよ りなるカー

ドの集合 を 「情報 フォルダ」 とい うオブ ジェク トで 表

す(図6参 照).

　 d)資 料室

　 ホス ト計算機で管理 されて いる共 用 の 属 性 データ

ベースを表す(図6参 照).

　 e)5080

　 ホス ト計算 機に接続 されて いる高機能画像 出力装置

を表す(図6参 照).

　 f)集 合演算

　 情報 フォルダ間の集合演算 を行 う機能 を表 して いる

(図6参 照).

　 3.5　 データ操作

　 (1)検 　 　 　索

　 CIRESに おける検索 は基本的 にはSQL15》 による属

性検索 である.検 索条件 は検索 カー ドの条 件欄 に条件

を書 き込む ことで指定 され るが,条 件節で は,文 字属

性 の場合 は部分文字列 マ ッチ ング(SQLのLIKE述

語),数 値属性 の場合 は 〈,〉,eの 演算子および こ

れ らの間の論理演算を使用で きる.検 索の操作 は,条

件を書 き込 んだ検索 カー ドの入 った情報 フォルダをマ

ウスで ク リックして 資料室 アイコ ンに持 って い くこと

で実行 される.こ の結 果と して,条 件を満 たす候補の

数が ホス ト計算 機か ら返されるので,必 要 に応 じて検

索条件を変更 しなが ら検索 を繰 り返 し,候 補を絞 りこ

む.十 分 に絞 りこまれた結 果は,指 定 された情報 フォ

ルダ に転送 され情報カ ー ドとして操 作される.
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図4　 情報 カー ド(画 面)

Fig. 4 Information card (screen).
図7　 属性情報一覧(部 分)

Fig. 7 Attribute browsing (a part).

図5検 索 カー ド(画 面)

Fig. 5 Query card (screen).
図8　 画 像情報一覧(部 分)

Fig. 8 Color image browsing (a part).

図6シ ステム資源 の視覚化一 アイコン

Fig. 6 Visualization of system resources.

　 (2)表 　　 　示

　利用者は以下の三つの方法で情報 フォルダ 内の情報

カー ドを見 ることがで きる.

　 a)情 報 カー ドとして 一 つ の ウィ ンドウ内に表示

す る(図4参 照).こ の とき,情 報 フ ォルダ に含 まれ

る情報 カー ドは,通 常のカー ドをめ くるのと同様の感

覚で次 々と表示す ることがで きる.

　 b)情 報 フォルダに含 ま れ る情報 カー ドの属性情

報のみを一覧表の形で表示する(図7参 照).

　 c)情 報 フォルダに含 ま れ る情報 カー ドの画像部

分のみを一覧表の形 で表示する(図8参 照).

　 これ らの表示は,独 自の ウィン ドウ ・システムが管

理す るウィン ドウ内で行 われ,そ の位 置と大 きさは自

由に変更で きる.ま た,情 報カー ドと一覧表形式の表

示 は異 な った ウィン ドウ内 で 実 行 され るた め,マ ル

チ ・ウィ ンドウ表示が可能で,相 互 の比 較が しやす い,
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(a)5080仮 想 ス ク リー ン(右 下)

 

(  a  ) 5080 virtual screen (bottom right).

(b)　 5080ス ク リー ン

　(b)　 5080screen.

図9高 画質画像表示

Fig. 9 High quality image display.

図10デ ータのフォルダ間移動

Fig. 10 Inter-folder data transfer.

さ らに,a),b)で は,表 示 され る属性の項 目と長 さ,

およびその並 べ方 は利用者が自由に変更す ることがで

きる.「 マルチメディア」 とい う観点 か ら考 え る と,

a)の 方法による表示 は,文 字 と画 像という二つの メ

デ ィアの混在表示,ま た,b)とc)は 情報 カー ドの

持つ情 報を各 々のメデ ィアへ射影 した ものと捉 えるこ

とができる,

　一覧表形式 の表示 は情報 フォルダを開 くとい う操作

によ る.利 用者 は情報 フォルダを ク リックした時に現

れ るポ ップア ップメニsの 中か らこの項 目を選択す れ

ばよい.画 像 一覧,属 性一覧表示の切 り換え もポ ップ

ア ップメニ ュによ って提供 されて いる.ま た,一 覧 表

示中の各行,各 画 像は情報 カー ドを示す アイコンのよ

うに扱われ,こ れを ク リックす ることで対応す る情報

カー ドを表示 した り,表 示 位置を変更す ることがで き

る.

　PCに 表示される画 像は主 に検索 の目的 に使われ る

ための もので,柔 軟 な操作性 と応答性の速 さを確保す

る上で は効果的である。 しか し,特 定 の標本 につ いて

詳細 に調べたい場合 には,PCの ハ ー ドウェアの制限

によ り,画 質が 十分でない.こ れを 補 完 す る た め,

CIRESは,ホ ス ト計算機 に接続 された高機能画像 出

力装置へ高品質な画像を出力する機能 も有 して いる.

高機能画像出力装置と してはIBM・5080が 用 い られて

お り,こ れはPC上 で5080ア イ コンとして表現され

る.こ こで は表2に 示 した256色 のカ ラー画像とモノ

クローム画像の表示が許 されてお り,画 像の大 きさと

組合せ方 によって表示モ ー ドが設定されている.5080

へ の表示 は,情 報 カー ドをマ ウスで5080ア イコン上

に移す ことによって実行 され る.ま た,表 示モー ドの

切 り換 えはポ ップア ップメニュの選択 によ って行われ

る(図9参 照).

　 (3)比 較 ・分類 ・整理

　民 族学研究 のた めには,デ ータの比較およびその結

果 を分類 ・整理す ることが不可欠であ る.こ のための

機 能と してCIRESで は一覧 表示 された画像,属 性 お

よび5080上 に表示 された画像の表示位置を 自由に入

れ替え る機能 を提供 している.利 用者 はマウスによ る

ク リックによ って,机 上 でカー ドを並べ変え るの と同

じよ うな感覚で これを実行 できる.
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　また,画 像 の内容 によって検索を行いたい とい う要

求 もあるが,こ の ようなシステム は未だ実用の域 に達

していない.こ れを補 うもの と して,PC上 での視覚

に基づいた直接操作 によって,情 報カ ー ドを別の情報

フォルダに移 動す ることを許 して いる。すなわ ち,属

性検索はあ らか じめ付与 された属性デ ータに関 して検

索を行 って,新 しいデータ集合 と して の情報 フォルダ

を生成 しているため,例 えば,「 籠」 と い う標本名を

持つ情報 フォルダ を作 ることはで き るが,「手 提のつ

いた籠」 とい う情報 フ ォルダを作 ろうと した場合,そ

れが属性 データ として与え られて いない限 り不可能で

ある.し か しなが ら,一 覧表示 ざれた画像を見て利用

者が手提のついた籠を判 断す るのは容易で あり,そ れ

らをマ ウスでク リック して別 の情報 フォルダ に持 って

い くことで,任 意の新 しいデータ集合を作成す ること

がで きる.こ れによ って画像 内容 による分類を可能に

して いる(図10参 照).さ らに,情 報 フォルダ間の集

合 演 算 を 行 うことがで きる.2つ の 情 報 フォルダに

含 まれ る情報カー ドの和,差,積 集合 と して得 られ る

データ集合を,こ の機能 によ って作成す ることがで き

る.

　 (4)そ 　の　 他

　利用者 は情報カー ド,お よび検索 カー ドに独 自の コ

メ ントを書 き加える ことができる.情 報カー ド上 の30

記入項 目は 共有 のデータベースの 管 理 下 に あって,

個 々の利用者がPC上 で自由に変更す ることは許 され

ない,し か し,研 究者が個人的な管理 を 行 う た め に

は,自 由な コメン トの記入 が必要 で,こ の機能 によっ

て実現 されて いる.

　 なお,情 報 フォルダに収納 されている情報 カー ドな

どはPCの ハー ドデ ィス クに保管 され,以 後 の使用 に

供 される.

4.評 価 と考 察

　現在CIRESに は2716点 の標本 が登録 されて おり,

試験 データの データ 量 は,属 性 データが2メ ガバ イ

ト,磁 気デ ィス ク上の概 視用 画像が4.2メ ガバ イ ト,

光 ディスクに蓄え ら れ た 画 像 が3.4ギ ガバ イ トで あ

る.

　二属性を指 定 して属性検索処理 を施 した場合,部 分

文字列 マ ッチ ングによ り,候 補件数を得 るまで の応答

時間 は22秒 であ った.こ の うち約45%の 部分 は属性

データのデ ータ量に比例 して増加す る.ま た,概 視用

画像 と文字 ・数値 データをダ ウンロー ドし,PC側 で

Dec.1988

概視 検索 ができる状 態になるまでに40秒(候 補件数

19件 の場合,こ の うちデータ件数に比例す る部分は約

75%)を 要 した.画 像 の表示 に関 しては,PCに 概視

用画像を表示 するのに1件 あたり0.3秒 を,概 視画像

を ポイ ンテ ィング してか ら情報 カー ドを表示 し終 わ る

までに1.6秒 を要 している.

　 CIRESを 実際に使用 した民族学研究者の意見 に は

以下のよ うな ものがある.

a)文 字 ・数値 デ ータによる属性検索 に,簡 略化され

　　 た画像 によ る概 視検索を加えた ことで,検 索が効

　　 率的 に行 える よ う にな った.ま た属 性検索 には

　　 カー ド方 式を採用 したため,利 用者が複雑 な問合

　　 せ言語を使 って直接検索要求を作成する必要がな

　　 く,特 別な知識を持たない利用者 に適 した方 法で

　　 ある.た だ し,属 性 データの検索 には,同 義語 の

　　 使用が許 され ることが望 ま しい.ま た,画 像 内容

　　 による検索 も将来 は可能 に したい.

b)文 字,数 値デ ータ と画像 データを情報 カー ドと し

　　 て扱え るのは,日 常慣 れているデータの扱いに類

　　 似 して いるため,親 しみやす い.PC上 に表示 さ

　　 れる画像の画質 は概視のためには十分 であ り,よ

　　 り高画質な ものが必要な場合 には共用資源で ある

　　 高機能画像表示装置上へ 表示す る ことで十分補わ

　　 れる.

c)マ ウスや ポ ップ ・ア ップメニュによる操作 には馴

　　 染 みやすい.ま た,操 作対象 がアイコ ンで示 され

　　 て いるので操作が理解 しやすい,

d)検 索結果を 自分用 に変更 し保存 で きるので,研 究

　　 を 目的 とす るデ ータの管理方 法と して 有 効 で あ

　　 る.

e)応 答時間 には,ほ ぼ満足で きる.し か し,速 くな

　　 るな ら,よ り望ま しい.

　 これ らか ら,CIRESの 文字 ・数値 に基 づ く属性検

索 と画像概視の組み合わせによる検索方 法,お よびイ

ンタフェース部分 は実際の利用者 に好評であると結論

できる.シ ステム資源を視覚 化 し,直 接操作 を可能 に

したことは,コ ンピュータに馴染みの薄い人 文科学系

の研究者か らコ ンピュータ操 作に対する不安を取 り除

くことに成功 して いる.

　 PC上 での処理 に対 する速 度は,カ ラー画像の表示

も含 めて十分で あるが,ホ ス ト ・PC間 の通信を伴 う

処理で,一 部,応 答性の悪 さが指 摘されて いる.こ の

問題 はハ ー ドウェアの性能に起 因す る部分 が大 き く,

高速通信技術の適用 によ って改善される ものと考 え ら
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れる.ま たCIRESで は,光 ディスクの低速性を補 う

ために概視用の画像を磁気 ディスクに記憶 し,光 デ ィ

スクに蓄積す る画像は転 送速 度を再優先す るような方

式 で圧縮 して いるが,高 画質 の画像を表示す る速度は

満足で きるもので はない.光 ディスク技術の発展が望

まれる.

　 さ らに,今 後の課題 として,検 索 時の同義語の扱い

と画像 内容 に対す る検索 の問題 が指摘 されて いる,前

者 は,例 えば,標 本名 として仮面 を指定 した場合,同

じよ うな物を意味す る面,マ スクなどの標本名を持つ

データ も同時 に検索で きる機能で ある.こ れ に関 して

は,民 族学特有 のコー ド体 系を利用 した シソーラスを

検討 している.後 者の画 像 内 容による検 索 は,属 性

データベースに登録 されていない画像 の形状や色 とい

った特徴 に関す る問い合 わせ を可能 にす るような機能

である.CIRESは 属性データが比較的充実 して い る

ため,属 性検索を繰 り返す ことによって概視検索を行

うべ きデータの件数を絞 りこんでお り,現 在 のところ

データ件数 が多す ぎて概 視検索 に支 障を来 した という

よ うな経験 はな い,た だ し登録件数 の増加を想定す る

と,内 容検索抜 きで は候補件数 を絞 りきれな いという

場合 も十分考え うる.現 在の システムで はこれに対す

る方策 は講 じられていないが,今 後,例 えば仮面,籠

とい うよ うに限定 された対象に対 して画像内容を表す

特徴量を抽 出 し,検 索を可能 にす るよ うな方法を検討

したい.

5.お わ り に

　本稿で は,民 族学研究用の画像検索 システムCIRES

について述べた.本 システムは,民 族学研究者 にコン

ピュータに対す る親近感を与えるのに成功 して いる.

す なわち,研 究者 自身の研究室 にあるPCを 使 って,

複雑 な操作や コマ ン ドを使用せず に標 本 の 検 索 が で

き,簡 略 な画像まで表示 されるシステムがで きた こと

で,研 究者 に 「使 ってみよ う」 という気運が高ま った

ことは重要である.CIRESの よ う に特定分野,特 に

コ ンピュータ利用の経験 の浅 い分野を対象 に開発され

るシステムは,利 用者 の評価を反映 しなが ら試行錯誤

的 に発展 してい くもので あるた め,あ ま り利用されな

いものは,そ れ以上 の 発 展 は 望 めない.こ の意味で

CIRESは 今後 も発展 し続 ける ものと考えてい る.
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